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 エネルギー変換 講義概要 

野々瀬真司 

第一章 地球温暖化 

 1.地球温暖化・概要 

   地球温暖化とは地球表面の大気や海洋の平均温度が長期的に見て上昇する現象 

   海水面（海面水位）の上昇や、山岳氷河の後退、永久凍土の融解、等の気候変動 

 2.地球温暖化の原因 

   大気中の温室効果ガスである二酸化炭素が短期間で急激に増加 

   二酸化炭素の増加は人間活動（化石燃料の燃焼、農業、森林破壊）が原因 

 3.温室効果ガス説 

   温室効果ガスが増加すると、地球に入る太陽放射エネルギーと地球から出る 

   地球放射エネルギーとのバランスが崩れ、地球温暖化が進む。 

 4.温室効果ガスの排出と大気中の濃度 

 5.温暖化による影響の予測 

   降水量の変化・海水面の上昇 

 6.社会・経済・生活への影響 

   世界・日本への影響  

7.地球温暖化と経済 

8.政治的な対策と国際的な協力    

9.具体的対策 

10.温暖化人為説に対する論議    

11.温暖化対策としての原発推進に対する懸念  

 12.カオス理論 ローレンツカオス ロジスティック写像 

 

第二章 光と分子との相互作用 

 1.光とは何か 

   波としての記述 

   粒子としての記述 

 2.遷移確率 

   時間に依存する Schrödinger 方程式 

   分子と電磁波との相互作用 

 3.振動に伴う双極子モーメントの変化 

 4.分子振動 – 古典力学 

   単一粒子の振動 

   ２原子分子の振動 

   ３原子分子の振動 

 5.太陽放射と地球放射 

   プランク分布関数 

   プランク黒体輻射の公式とステファン-ボルツマンの法則 

   温室効果ガスと赤外領域の吸収波数 

   地球のエネルギー収支 

 

第三章 熱機関 

 0.人類の発展の歴史 

 1.産業革命 

   「燃料革命」と製鉄技術の改良 動力源の開発 

 2.熱機関 

   内燃機関・外燃機関 

 3.蒸気機関 

 4.ガソリンエンジン 

 5.ディーゼルエンジン 

 6.蒸気タービン 

 7.ジェットエンジン 

 8.スターリングエンジン  

9.熱力学第一法則：エネルギーの保存 

   仕事・熱・エネルギー 

   膨張の仕事 

   エンタルピー 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9C%B0%E7%90%83
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A7%E6%B0%97
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B5%B7%E6%B4%8B
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B9%B3%E5%9D%87
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B9%B3%E5%9D%87
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B5%B7%E6%B0%B4%E9%9D%A2
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B0%97%E5%80%99%E5%A4%89%E5%8B%95
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A7%E6%B0%97
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B8%A9%E5%AE%A4%E5%8A%B9%E6%9E%9C%E3%82%AC%E3%82%B9
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BA%8C%E9%85%B8%E5%8C%96%E7%82%AD%E7%B4%A0
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BA%8C%E9%85%B8%E5%8C%96%E7%82%AD%E7%B4%A0
http://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E4%BA%BA%E9%96%93%E6%B4%BB%E5%8B%95&action=edit
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8C%96%E7%9F%B3%E7%87%83%E6%96%99
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%BE%B2%E6%A5%AD
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%A3%AE%E6%9E%97%E7%A0%B4%E5%A3%8A
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%AA%E9%99%BD%E6%94%BE%E5%B0%84
http://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E5%9C%B0%E7%90%83%E6%94%BE%E5%B0%84&action=edit
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   断熱変化 

 10.熱力学第二法則：エントロピーの増大 

   状態関数としてのエントロピー 

   カルノーサイクル 

   熱機関の理論サイクル 

 

第四章 原子核の壊変と放射線 

 1.原子核とは 

   原子番号と質量数 

 2.核分裂エネルギー 

   核分裂生成物 

 3.放射線 

   放射線の人体への影響 

 

第五章 原子力発電のしくみ 

 1.原子力発電所の構造 

   原子炉の中 

   中性子エネルギーと核分裂 遅い中性子が反応しやすい 

   連鎖反応・臨界・核燃料 

   原子炉の種類 

 2.原子力発電所の安全性 

   原子炉の制御 

   反応度のバランス 

   原爆と原発の違い 

   放射性廃棄物 

   原子力発電所事故 
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